
東海防衛支局

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

２０２０
令和２年

夏

東海防衛支局の取組等／東海３県の自衛隊の動き

◆ 伊勢湾掃海訓練

◆ 伊勢市立明野小学校（特別教室棟 併行防音工事）

◆ 災害派遣（豚熱）活動に係る岐阜県知事からの感謝状授与

◆ 愛三岐の街から ～三重県 伊勢市～

東海３県の防衛生産・技術基盤

◆ 新たな防衛計画の大綱の策定とこれを支える東海３県の防衛生産・技術基盤



伊
勢
湾
掃
海
訓
練

自衛隊の活動

日米共同訓練
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
伊
勢

湾
の
松
阪
港
沖
約
13
㎞
に
設
定
さ
れ
た
訓
練
海
面
に

お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
掃
海
隊
群
に
所
属
す
る
全
国

の
掃
海
部
隊
か
ら
掃
海
母
艦
「
ぶ
ん
ご
」
、
輸
送
艦

「
く
に
さ
き
」
を
含
む
艦
艇
20
隻
、
航
空
機
２
機
、

米
海
軍
か
ら
水
中
処
分
員
約
10
名
が
参
加
し
、
伊
勢

湾
で
は
初
と
な
る
日
米
共
同
で
の
掃
海
訓
練
（
機
雷

戦
訓
練
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
は
、
現
在
、
伊

勢
湾
を
含
め
全
国
４
箇
所
で
掃

海
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

伊
勢
湾
で
の
掃
海
訓
練
は
、
年

度
を
締
め
く
く
る
総
括
的
な
も

の
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
訓
練
で
す
。

ま
た
、
訓
練
の
間
は
、
伊
勢

湾
周
辺
の
漁
業
者
の
皆
様
の
操

業
制
限
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
訓
練
は
、
愛
知
県
、

三
重
県
各
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
や
訓
練
設
定
海
面
に
近
い
地

元
の
各
漁
業
協
同
組
合
の
皆
様

方
の
ご
協
力
の
下
に
成
り
立
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
伊
勢
湾
に
お
け

る
訓
練
の
必
要
性
、
重
要
性
に

対
す
る
地
元
の
皆
様
方
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

伊
勢
湾
で
の
掃
海
訓
練
を
継
続

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
掃
海
艇
や
掃
海
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
、
機
雷
の
除
去
・
処

分
や
敷
設
を
行
う
能
力
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
日
本
沿
岸
の
海
域
で
訓
練
に

適
し
た
地
域
に
お
い
て
毎
年
度
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
伊
勢
湾
で
の

掃
海
訓
練
は
、
平
成
22
年
度
以
降
9
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

２０２０年（令和２年）夏号 ２

輸送艦「くにさき」と掃海母艦「ぶんご」

模擬機雷処理訓練に向かう水中処分員（自衛隊）



防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
と
は
、
自
衛
隊
等

の
行
為
又
は
防
衛
施
設
の
設
置
若
し
く
は
運
用

に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
又
は
軽
減
す
る
た

め
の
事
業
で
す
。

伊
勢
市
立
明
野
小
学
校

（
特
別
教
室
棟

併
行
防
音
工
事
）

防 衛 施 設

周辺対策事業

明野飛行場

周辺

施設外観（特別教室棟）

同
小
学
校
先
生
の
声

防
音
工
事
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
航
空
機
に

よ
る
騒
音
が
軽
減
さ
れ
、
授
業
が
快
適
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

音楽室 理科室

図工室家庭科室

３ ２０２０年（令和２年）夏号

防
衛
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
、
航
空
機
騒
音
を
防
止
又

は
軽
減
す
る
た
め
に
行
う
防
音
工

事
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

伊
勢
市
立
明
野
小
学
校
は
、
地

域
の
急
速
な
住
宅
開
発
等
か
ら
、

近
年
は
児
童
数
が
増
加
し
て
お
り
、

必
要
と
な
る
普
通
教
室
と
特
別
教

室
を
計
画
・
整
備
し
、
各
教
室
の

適
正
な
配
置
を
図
る
目
的
か
ら
、

平
成
30
年
度
に
理
科
や
音
楽
等
の

授
業
を
行
う
「
特
別
教
室
棟
」
の

増
築
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
小
学
校
の
近
隣
に
は
陸
上

自
衛
隊
明
野
飛
行
場
が
所
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
支
局
で
は
、

同
飛
行
場
で
行
わ
れ
る
航
空
機
等

の
離
発
着
等
に
よ
る
騒
音
を
防
止

又
は
軽
減
す
る
た
め
、
「
特
別
教

室
棟
」
の
増
築
工
事
に
併
せ
て
、

防
衛
施
設
周
辺
防
音
事
業
と
し
て
、

空
調
機
器
等
の
設
置
の
た
め
、
約

２
５
０
０
万
円
の
補
助
を
行
い
ま

し
た
。

増
築
さ
れ
た
「
特
別
教
室
棟
」

は
、
令
和
元
年
度
か
ら
各
特
別
授

業
に
使
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。



自衛隊の活動

災
害
派
遣
（
豚
熱
）
活
動
に
係
る

岐
阜
県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
授
与
（
第
35

普
通
科
連
隊
）

豚舎内の清掃作業中の隊員

感謝状授与式 古田岐阜県知事 連隊訪問

２０２０年（令和２年）夏号 ４

第
35
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
曽
根
勉
１
等

陸
佐
（
当
時
）
）
は
、
３
月
13
日
、
古
田
肇
岐

阜
県
知
事
か
ら
、
岐
阜
県
内
で
平
成
30
年
か
ら

令
和
元
年
に
か
け
て
発
生
し
た
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ

Ｆ
）
に
対
す
る
災
害
派
遣
活
動
に
よ
る
貢
献
に

よ
り
、
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
授
与
式
は
、
定
期
異
動
に
伴
う
連
隊

長
離
任
行
事
に
先
立
っ
て
、
連
隊
全
隊
員
参
加

の
も
と
執
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
授
与
式
に

お
い
て
、
古
田
岐
阜
県
知
事
は
、
「
本
日
は
、

心
か
ら
感
謝
を
伝
え
に
参
り
ま
し
た
。
こ
の
1

年
有
余
の
間
、
ま
さ
に
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
私

ど
も
は
豚
熱
問
題
と
戦
っ
て
き
た
と
い
う
思
い

で
お
り
ま
す
。
（
中
略
）
何
と
言
っ
て
も
８
つ

の
農
場
で
延
べ
３
万
６
６
０
８
名
の
自
衛
隊
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
な
く
し
て
こ
の
１
年
間
の
闘

い
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
０
度
を
下
回
る
寒
冷
の
中
で

の
作
業
、
豪
雨
の
中
で
の
作
業
、
40
度
を
超
え

る
猛
暑
の
中
で
の
作
業
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
待

っ
た
な
し
の
防
疫
作
業
を
、
皆
様
方
の
ご
支

援
・
ご
指
導
に
よ
っ
て
何
と
か
や
っ
て
き
た
、

と
い
う
の
が
実
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
、
連
隊
に
よ
る
災
害
派
遣
活
動
へ
の

謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

連
隊
長
が
駐
屯
地
司
令
を
兼
ね
な
い

師
団
「
旗
本
」
連
隊
で
あ
る
第
35
普
通

科
連
隊
の
行
事
に
、
担
任
隊
区
県
知
事

が
参
加
さ
れ
る
の
は
極
め
て
異
例
の
こ

と
で
あ
り
、
今
回
の
感
謝
状
授
与
式
の

た
め
の
古
田
岐
阜
県
知
事
の
連
隊
訪
問

に
よ
り
、
同
授
与
式
に
引
き
続
き
執
り

行
わ
れ
た
曽
根
連
隊
長
の
離
任
行
事
に
、

最
高
の
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

（
豚
熱
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ

た
陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
に
対
し
て
は
、

愛
知
県
知
事
、
岐
阜
県
知
事
及
び
田
原

市
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い

る
。
）



豚舎内の消毒作業中の隊員

殺処分後の運搬を行う隊員

殺処分する獣医師の支援を行う隊員

２０２０年（令和２年）夏号５

豚
熱
は
平
成
30
年
９
月
、
わ
が
国
内
で
は
26
年

ぶ
り
に
発
生
。
連
隊
は
平
成
30
年
12
月
、
自
衛
隊

と
し
て
初
め
て
豚
熱
に
係
る
災
害
派
遣
に
従
事
し

て
以
来
、
令
和
元
年
９
月
ま
で
に
計
６
回
、
岐
阜

県
内
の
畜
産
農
家
を
対
象
と
し
た
災
害
派
遣
部
隊

の
主
力
も
し
く
は
単
独
で
災
害
派
遣
を
担
当
し
た

ほ
か
、
２
回
の
部
隊
差
し
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
の
災
害
派
遣
に
お
い
て
は
、
年
末
・
年
始

休
暇
中
の
平
成
30
年
12
月
24
日
に
8
千
頭
を
超

え
る
大
規
模
農
場
に
て
発
災
。
同
日
夜
に
は
、
未

だ
非
常
呼
集
が
か
か
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
隊
員
が
自
ら
進
ん
で
休
暇
先
よ
り
各

中
隊
に
帰
隊
し
、
災
害
派
遣
に
向
け
た
準
備
を
始

め
、
翌
25
日
未
明
の
第
３
種
非
常
勤
務
態
勢
移
行
後

は
、
日
本
各
地
で
休
暇
・
旅
行
中
だ
っ
た
隊
員
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た

家
族
友
人
と
別
れ
て
守
山
駐
屯
地
へ
帰
隊
し
た
り
、

準
備
し
て
い
た
海
外
旅
行
・
帰
省
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し

て
続
々
と
中
隊
に
復
帰
し
た
り
と
、
同
日
中
に
連
隊

は
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
集
合
を
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
連
隊
は
、
家
畜
伝
染
病
発
生
に
伴
う
殺
処
分

等
防
疫
措
置
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
岐
阜
県
知
事
に
よ

る
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請
に
先
立
っ
て
駐
屯
地

を
出
発
・
展
開
を
開
始
し
、
25
日
5
時
30
分
の
岐
阜

県
知
事
に
よ
る
災
害
派
遣
要
請
時
に
は
既
に
現
場
に

進
出
し
て
、
速
や
か
に
所
要
の
作
業
開
始
が
出
来
る

態
勢
を
確
立
し
ま
し
た
。

じ
後
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
殺
処
分
運
搬
支
援
、
清

掃
消
毒
等
を
行
い
、
当
初
予
期
さ
れ
た
作
業
終
了
時

期
で
あ
る
１
月
２
日
を
大
幅
に
短
縮
す
る
12
月
27
日

に
全
て
の
担
任
作
業
を
終
了
し
、
翌
28
日
に
撤
収
・

帰
隊
し
ま
し
た
。
正
に
、
連
隊
長
統
率
方
針
で
あ
る

「
事
態
即
応
・
任
務
完
遂
」
を
具
現
し
た
活
動
と
な

り
ま
し
た
。
28
日
の
帰
隊
後
に
は
、
直
ち
に
連
隊
長

か
ら
師
団
長
に
本
活
動
に
係
る
教
訓
等
を
報
告
す
る

と
同
時
に
、
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
着
手
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
豚
熱
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
に
従

事
し
た
陸
上
自
衛
隊
各
部
隊
で
共
有
・
使
用
さ
れ
て

い
る
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
第
35
普
通
科
連
隊
が
作

成
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。



【
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
】

い

せ

「
愛
三
岐
の
街
か
ら
」

三
重
県

伊
勢
市

伊
勢
市
は
、
三
重
県
の
中
東
部
に
広

が
る
伊
勢
平
野
の
南
端
部
に
位
置
し
、

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
玄
関
口
で
あ
り
、

海
・
山
・
川
の
美
し
い
自
然
に
彩
ら
れ

た
ま
ち
で
す
。

古
く
か
ら
「
お
伊
勢
さ
ん
」
「
日
本

人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
呼
び
親
し
ま

れ
て
き
た
神
宮
ご
鎮
座
の
ま
ち
と
し
て

栄
え
、
「
お
か
げ
参
り
」
が
流
行
し
た

江
戸
時
代
に
は
、
当
時
の
日
本
人
の
６

人
に
１
人
が
伊
勢
を
訪
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
神
宮
を
目

指
し
て
、
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
た
こ
と

で
、
情
報
が
集
積
し
、
独
自
の
文
化
が

形
成
さ
れ
、
人
々
の
間
に
は
様
々
な
交

流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
の
歴

史
が
多
様
な
活
動
の
場
を
つ
く
り
、
伊

勢
の
人
々
に
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が

培
わ
れ
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
て

【
つ
な
が
り
が
誇
り
と
安
ら
ぎ
を
育
む

魅
力
創
造
都
市

伊
勢

】

鈴木健一 伊勢市長

宇治橋

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ま
ち
に
は
、
神
宮
と
と

も
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
街
並
み
や
民

俗
行
事
、
風
習
な
ど
が
息
づ
き
、
そ
れ

ら
が
ほ
か
の
ま
ち
と
の
違
い
を
生
み
出

し
、
ま
ち
の
「
誇
り
」
と
し
て
培
わ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
30
年
に
、
市
民
の
皆

様
と
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
行
動
指

針
と
し
て
、
令
和
11
年
度
を
目
標
年
次

と
す
る
第
３
次
伊
勢
市
総
合
計
画
を
策

定
し
、
「
私
た
ち
が
担
う
ま
ち
」
「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
で
活
力
と
安
心
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
「
地
域
の
誇
り
を

つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
据
え
、

航
空
学
校
本
校
を
併
設
し
た
陸

上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地
は
、
古
く

か
ら
地
域
に
根
差
し
、
毎
年
秋
に

実
施
さ
れ
る
航
空
祭
は
、
地
域
に

親
し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
、
地
域
の

防
災
訓
練
に
お
い
て
、
合
同
で
の

炊
き
出
し
の
実
施
や
装
備
の
展
示

な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

「
つ
な
が
り
が
誇
り
と
安
ら
ぎ
を
育
む

魅
力
創
造
都
市

伊
勢
」
を
本
市
が
目

指
す
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
基
本
構
想

に
掲
げ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
を
共
有
し
、
急
速
に
進
行
す
る
人

口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
大
き

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
諸
施
策
に

継
続
し
て
取
り
組
み
、
観
光
、
産
業
の

振
興
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
地
域

福
祉
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
団
体
、

行
政
が
共
に
協
力
し
あ
い
、
様
々
な

防災訓練において炊き出し中の隊員

２０２０年（令和２年）夏号 ６

「
つ
な
が
り
」
に
よ
っ
て
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
訪
れ
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

川曳き



東
海
防
衛
支
局
で
は
、
防
衛
省
が

民
間
企
業
か
ら
自
衛
隊
の
装
備
品
等

を
調
達
す
る
に
際
し
て
、
製
造
工
程

で
の
作
業
が
適
切
に
実
施
し
て
い
る

か
の
監
督
や
、
完
成
品
が
品
質
、
規

格
、
性
能
等
を
満
足
し
て
い
る
か
の

検
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
品
質

の
装
備
品
等
を
円
滑
に
調
達
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
当
支
局
の
管
轄
区
域
の
東

海
三
県
に
は
、
三
菱
重
工
業
㈱
名
古

屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所
、
川

崎
重
工
業
㈱
岐
阜
工
場
な
ど
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
必
要
な
装
備

品
等
の
開
発
、
生
産
、
改
修
等
を
担

う
重
要
な
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
と

な
る
民
間
企
業
が
数
多
く
所
在
し
て

い
ま
す
。

本
連
載
で
は
、
我
が
国
の
防
衛
力

整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
東
海

三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
に
焦

点
を
当
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
初
回
連
載
の
記
事
で
は
、
装

備
品
等
の
調
達
の
ト
レ
ン
ド
を
俯
瞰

的
に
捉
え
る
た
め
「
新
た
な
防
衛
計

画
の
大
綱
」
で
領
域
横
断
作
戦
の
た

め
の
優
先
的
事
項
と
し
た
三
項
目
に

係
わ
る
装
備
品
等
の
概
略
の
紹
介
を

致
し
ま
す
。

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・

技
術
基
盤

①

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電

磁
波
の
領
域
に
お
け
る

能
力
の
獲
得
・
強
化

領
域
横
断
作
戦
を
実
現
す
る
た
め
、

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ

た
新
た
な
領
域
に
お
け
る
能
力
を
獲

得
・
強
化
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

管
轄
区
域
で
は
、
Ｆ―

15
戦
闘
機

の
電
子
戦
能
力
等
の
能
力
向
上
の
機

体
改
修
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

②

従
来
の
領
域
に
お
け
る

能
力
の
強
化

領
域
横
断
作
戦
の
中
で
、
新
た
な

領
域
に
お
け
る
能
力
と
一
体
と
な
っ

て
、
航
空
機
、
艦
艇
、
ミ
サ
イ
ル
等

に
よ
る
攻
撃
に
効
果
的
な
対
処
を
す

る
た
め
の
能
力
を
強
化
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

管
轄
区
域
で
は
、
新
小
銃
、
Ｆ―

35
Ａ
及
び
Ｃ―

２
輸
送
機
・
Ｐ―

 

１
固
定
翼
哨
戒
機
の
製
造
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

―

３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
運
用
の
た
め
の
ペ
ト
リ

オ
ッ
ト
の
能
力
向
上
改
修
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

③

持
続
性
・
強
靭
性
の
強
化

平
時
か
ら
有
事
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る

段
階
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
自

衛
隊
の
各
種
活
動
を
継
続
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
後
方
分
野
も
含
め
た

防
衛
力
の
持
続
性
及
び
強
靱
性
を
強

化
す
る
必
要
な
措
置
を
推
進
す
る
と

し
て
お
り
ま
す
。

管
轄
区
域
内
で
は
、
８
９
式
5
・

５
６
㎜
普
通
弾
な
ど
の
弾
薬
、
燃
料

な
ど
が
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
と
こ
れ
を
支
え
る

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
（
そ
の
一
）

防衛装備品

調達事務

領域横断作戦のイメージ(例：防空作戦）

これまでの統合運用：各領域(ドメイン）の防空部隊が対処

領域横断作戦:各領域の防空部隊が１つの防空システムとして対処

敵の発見

迎撃ミサイルの誘導

迎撃

情報の集約・共有

迎撃

迎撃

７ ２０２０年（令和２年）夏号

F-15戦闘機の
電子戦能力等の能力向上

新小銃の取得

新
た
な
大
綱
で
は
、
安
全
保
障
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
新
領

域
で
の
能
力
と
従
前
の
領
域
で
の
能

力
を
融
合
し
、
相
乗
効
果
を
高
め
る

領
域
横
断
作
戦
を
推
進
す
る
と
し
て

お
り
、
優
先
的
事
項
を
①
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
・
電
磁
波
の
領
域
に
お
け
る

能
力
の
獲
得
・
強
化
、
②
従
来
の
領

域
に
お
け
る
能
力
の
強
化
、
③
持
続

性
・
強
靱
性
の
強
化
の
三
項
目
と
し

て
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱



自 衛 官 等 募 集 案 内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 合格発表

自衛官候補生
１８歳以上

３３歳未満の者
年間を通じて行って
います。

受付時にお知らせし
ます。

合格発表は試験日に
お知らせします。

岐 阜 地 方 協 力 本 部

(電話)０５８－２３２－３１２７

https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

三 重 地 方 協 力 本 部

(電話)０５９－２２５－０５３１

https://www.mod.go.jp/pco/mie/

愛 知 地 方 協 力 本 部

(電話)０５２－３３１－６２６６

https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

詳しい情報は、最寄りの自衛隊地方協力本部へお気軽にお問合せください。

東海防衛支局
〒４６０－０００１ 愛知県名古屋市中区三の丸２－２－１ 名古屋合同庁舎第１号館 電話 ０５２－９５２－８２１２

２０２０年（令和２年）夏号 （通巻第４３号） https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

● 防衛省自衛隊広報センター「自衛館」

自衛隊のパネルや「親子プラモデル教室」で作成されたプラモデル、

装備品の模型などを展示している楽しいスポットです。ぜひ遊びに来て

ください♪

●「自衛隊広報ルームへ、ご招待♪」

自衛隊の写真パネルや模型、実物大の装備品などを展示している楽し

いスポットです。自衛隊グッズがゲットできるイベントＤＡＹもありま

すので、ぜひ遊びに来て下さい！

● 各種イベントや自衛隊に関する情報を紹介！

各種ＳＮＳ

（Twitter、Facebook、Instagram）も随時更新中！

詳しくは、ホームページでお待ちしています。

自衛隊地方協力本部からのお知らせ

地方協力本部（地本）は、各都道府県にある自衛隊の総合窓口です。

周辺財産（移転補償跡地）の個人・民間に対する有償使用許可のご案内

次 長（総務、施設）

菅 秀樹

新着任者紹介

東海防衛支局ホームページ 「基地周辺住民の皆様へ」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/01siyoukyokagoannnai.pdf

お問合せ先／施設補償管理課 ０５２－９５２－８２２４

各務原市に所在する航空自衛隊岐阜基地（岐阜飛行場）の周りには防衛省所有の土地が点在しています。

昨年度から、土地の有効活用のため、個人や企業の方々に対して有償による貸付（使用許可）をしており

ます。

駐車場や物置、畑などに利用でき、簡易な建物も設置することが

できます。

対象となる土地や利用の流れなど、詳細は東海防衛支局のホーム

ページをご覧いただくか、下記までお気軽にお問合せ下さい。

令和２年４月１日付で東海防衛支局次長を拝命しました菅です。
東海防衛支局が管轄する東海３県には、自衛隊の活動を支える多くの防衛施設や

防衛生産・技術基盤が所在しています。
東海地域における勤務は初めてとなりますが、当支局がこれまで築き上げてきま

した関係自治体をはじめとする地域の皆様との信頼関係を大切にし、さらに発展す
るよう微力ながら努力して参りたいと考えております。

今後とも、地域の皆様のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。


